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日 曜日 時間 会場 対象 参加費（未会員は
保険料含む）

備考

会員無料
未会員300円

体育館シューズ
自由にスポーツを楽しめます

アラカルト・
スポーツ

10:00～12:00 海洋センター体育館 どなたでも

12日
19日
16日
23日

㈬

サタデー
スポーツ

㈯ 19:00～21:00
海洋センター体育館
市民グラウンド

どなたでも
会員無料
未会員300円

体育館シューズ
自由にスポーツを楽しめます

太極拳教室

㈬
豊積の里総合センター
集団指導室

受講申込者
会員1000円
未会員3000円

10:00～12:00 中主公民館別館3階 受講申込者
会員2000円（年）
未会員7000円（年）

10:30～12:00

4月開講・年間23回のスクール
19日
23日

㈬

ヨガ教室
（受講申し込み受付中）

第1、3水曜日、6回コース

スキー教室 国境スキー場 参加申込者
会員1500円
未会員1500円

定員になりしだい締め切り
スキーレンタル代等各自負担

【入会申し込み・問い合わせ】YASUほほえみクラブ事務局
（総合体育館内）TEL587-4280、FAX587-4310

【入会申し込み・問い合わせ】さざなみスポーツクラブ事務
局（B&G海洋センター内）TEL589-5100、FAX589-5525

26日

12日
16日

25日 ㈯ 日帰り

会員無料
未会員500円

運動靴
バスタオル（床敷用）

日 曜日 時間 会場 対象 参加費（未会員は
保険料含む）

備考

ジャザサイズ 14日 ㈪ 19:30～20:30 コミセンきたの どなたでも

リズム体操 ㈫
10:00～11:30

コミセンみかみ どなたでも
会員無料
未会員300円

体育館シューズ
バスタオル（床敷用）

剣道
19日
23日

㈬ 19:00～21:00 野洲小学校 小学生以上
会員無料
未会員300円

会員無料
未会員300円

ダンスシューズか
体育館シューズ

社交ダンス
17日
21日

㈪ 19:00～21:00 コミセンぎおう どなたでも

太極拳
23日
17日
24日

㈭ 13:00～15:00 総合体育館 どなたでも
会員無料
未会員300円

体育館シューズ

バスケットボール 野洲北中学校 どなたでも
会員無料
未会員300円

体育館シューズ19:30～21:00

13日
10日
17日
24日

㈭

ソフトバレー
ボール

13日
17日

㈭ 19:30～21:30 小学4年生以上
会員無料
未会員300円

体育館シューズ

体育館シューズ
所有者はラケット持参

卓球 どなたでも
会員無料
未会員300円

総合体育館09:00～12:00

15日
12日
26日
19日

㈯

北野小学校

雨天中止
事前申し込み要
所有者はラケット持参

雨天中止

0

硬式テニス

05日
19日
12日
26日

15:00～18:00

河川公園テニスコート

定員10人 会員00100円
未会員400円

グラウンド・
ゴルフ

09:00～11:30
野洲健康福祉センター
多目的広場

会員無料
未会員300円

野洲市体育センター

定員20人

どなたでも

㈯

13:30～16:30

J毎週
㈬
㈯

08日
15日

野洲市体育センター

13:30～15:00

雨天中止

体育館シューズ

体育館シューズ
所有者はラケット持参

ラグビー 20日 ㈰ 09:00～12:00 祇王小学校 どなたでも
会員無料
未会員500円

ニュースポーツ
12日

㈯
篠原小学校 どなたでも

会員無料
未会員300円

バドミントン 19日 ㈯ 14:00～17:00 野洲小学校 中学生以上
会員無料
未会員500円

体育館シューズ
ミニ・
バスケット

20日 ㈰ 09:30～11:30 祇王小学校 どなたでも
会員無料
未会員500円

13:30～15:3026日

スポーツ
サタデー

祇王小学校 どなたでも
会員無料
未会員300円

19:00～11:00

㈯

19:00～21:00

05日
12日
19日
26日

卓球・バドミントン・バス
ケット・グラウンド・ゴルフ
ほか　自由に楽しめます

19日 野洲小学校10:00～12:00

14:00～16:00

親子ふれあい体操 18日 ㈮ 10:00～12:00 コミセンぎおう
2歳以上の
子どもと保護者

会員無料
未会員500円

体育館シューズ、飲み物
事前申し込み要
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「
高
札
」
は
、
法
令
・
禁
令
な

ど
を
板
札
に
墨
書
き
し
、
町
辻
・

橋
詰
な
ど
人
目
に
付
き
や
す
い
場

所
に
掲
示
し
た
も
の
で
、
制
札
と

も
い
い
ま
す
。
江
戸
時
代
ど
の
村

に
も
幕
府
の
法
令
を
記
し
た
高
札

が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
場
所
を
「
高

　
中
山
道
400
年
記
念
の
展
覧
会
を
開
催
し
た
と
き
、
守
山
宿
の
大
き
な
高
札
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
野
洲
村
の
高
札
の
一
つ
が
、
守
山
市
の
田
井
中
善
晴
さ
ん
方
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
２
月
11
日
か
ら
野
洲
共
有
文
書
を
紹
介
す
る
の
に
伴
い
、
特
別
展

示
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

札
場
」
と
い
い
ま
す
。
幕
府
の
庶

民
統
治
上
の
根
本
法
が
高
札
と
し

て
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
管
理
は
厳
重

を
極
め
、
石
垣
を
築
く
こ
と
も
多

く
、
管
理
責
任
を
村
役
人
に
命
じ

て
い
ま
し
た
。
高
札
場
通
行
の
際

に
は
敬
礼
さ
せ
ら
れ
た
と
も
い

い
、
高
札
場
は
幕
府
の
権
威
を
誇

示
す
る
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
し
た
。
野
洲
村
の
高
札

場
は
、
江
戸
幕
府
が
街
道
を
調
査

し
描
い
た
『
中
山
道
分
間
延
絵

図
』
に
、
野
洲
村
の
町
並
み
の
中

央
付
近
、
守
山
の
方
に
向
か
っ
て

右
側
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
残
っ
て
い
た
高
札
は
、
横
長
の

駒
形
の
板
札
で
、
屋
根
が
取
り
付

さ
だ
め

け
ら
れ
、
最
初
に
「
定
」
と
大
き

く
記
さ
れ
、
左
の
文
末
に
「
正
徳

元
年
五
月
日
奉
行
」
と
あ
り
ま

す
。
正
徳
元
年
は
西
暦
で
は
１
７

１
１
年
で
、
こ
の
よ
う
な
正
徳
の

高
札
が
作
り
替
え
を
し
な
が
ら
、

掲
げ
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
高
札
の
表
面
は
や
や
風
化
し
て

お
り
、
墨
の
部
分
が
浮
き
出
て
い

ま
す
。
仮
名
交
じ
り
の
文
で
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
句
読
点

（
、
。
）
は
記
さ
れ
ず
、
濁
点
も

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
裏
に
「
野

洲
村
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
吊
り

下
げ
る
た
め
の
金
具
の
跡
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
文
面
は
５
ヶ
条
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
の
一
条

を
読
点
や
濁
点
を
補
っ
て
示
す
と

次
の
通
り
で
す
。

（
知
）

　
「
一
、
火
を
付
る
者
を
し
ら
ば

も
し

早
々
申
出
べ
し
、
若
か
く
し
置
に

（
い
）

そ
の
つ
み

た
と
ひ

お
ゐ
て
ハ
其
罪
重
か
る
べ
し
、
縦

ど
う
る
い

同
類
た
り
と
い
ふ
共
、
申
出
る
に

お
ゐ
て
ハ
其
罪
を
ゆ
る
さ
れ
、

き
っ
と

急
度
御
ほ
う
び
下
さ
る
べ
き
事
」

　
何
時
の
時
代
も
火
事
は
大
変

で
、
①
火
付
け
人
（
放
火
犯
）
を

知
っ
た
ら
直
ぐ
に
届
け
出
よ
。
も

し
隠
し
て
い
た
ら
そ
の
罪
は
重

い
。
た
と
え
同
類
（
一
味
）
で

も
、
申
し
出
た
な
ら
ば
そ
の
罪
を

許
さ
れ
、
褒
美
が
与
え
ら
れ
る
と

●小テーマ展
　「野洲の民具（30）わらの民具」
◆◆2月6日㈰まで
　「野洲の古文書（3）野洲共有文書」
◆◆2月11日㈷～3月6日㈰

●第50回銅鐸研究会
　2月19日㈯午後2時～4時
「銅鐸研究のあゆみ―50回記念！その軌跡
と展望について―」／講師：難波洋三氏
（京都国立博物館）※当日受付、入館料が
必要
●第1回市史・郷土史学習会
　2月27日㈰午後2時～4時
「水利・地名調査による郷土の歴史」／講
師：宇佐見隆之氏（滋賀大学）※当日受
付、参加費無料

の
こ
と
で
、
密
告
を
推
奨
す
る
条

文
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
続
き
に
は
、
②
火
付
け
人

を
見
付
け
た
ら
捕
ら
え
申
し
出
る

こ
と
。
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

③
あ
や
し
い
者
が
い
た
ら
調
べ

て
、
代
官
や
地
頭
へ
つ
れ
て
く
る

や
り

こ
と
。
④
火
事
の
時
、
鑓
・
長

わ
き
ざ
し

刀
・
刀
・
脇
差
な
ど
を
抜
き
身
に

し
て
い
て
は
い
け
な
い
。
⑤
火
事

場
や
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、
金
銀

や
物
を
拾
っ
た
ら
代
官
や
地
頭
に

届
け
る
こ
と
。
も
し
隠
し
て
い
て

他
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
は

重
罪
で
あ
る
。
た
と
え
同
類
で
も

申
し
出
た
者
は
罪
を
許
さ
れ
褒
美

を
与
え
ら
れ
る
と
記
さ
れ
、
最
後

に
「
こ
の
五
ヶ
条
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
も
し
背
い
た
場
合

は
処
罰
さ
れ
る
。
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
高
札
は
一
般
庶
民
に
法
を
公
示

す
る
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
、
さ

ら
に
高
札
の
文
は
寺
子
屋
の
教
科

書
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
も
い
い

ま
す
。
当
時
の
村
人
は
、
日
々
幕

府
の
権
威
や
処
罰
と
向
き
合
っ
て

い
た
と
も
言
え
そ
う
で
す
。

　
２
月
11
日
〜
３
月
６
日
の
小

テ
ー
マ
展
野
洲
の
古
文
書
「
野
洲

共
有
文
書
」
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

（
歴
史
民
俗
博
物
館
学
芸
員
　
古
川
与
志
継
）




